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シマヘビ，ヤマカガシの推定年齢と

マンソン裂頭条虫擬充尾虫の寄生状況

佐藤賢')坪井敬文')鳥居本美、平井和光2)塩飽邦憲3）

（掲載決定：平成４年６月５日）
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た。成虫は70％エタノールにて圧平固定後ボラツクスカー

ミン染色を行い，頭節，子宮ループの形態および虫卵の

形態よりマンソン裂頭条虫であることを確認した。

捕獲したヘビの体長は，シマヘビ106cｍ（中央値)，ヤ

マカガシ77cｍ（中央値）であり，ヤマカガシの体長に比

較してシマヘビの体長が有意に長かった（コルモゴロフ・

スミルノフの２標本検定)。擬充尾虫寄生率は，シマヘ

ビ914％，ヤマカガシ91.3％といずれも高率で，両種間

に有意な差は認められなかった（Tableｌ)。この結果

は，諸家の報告と同程度の高い寄生率であった（有吉，

１９２９；KageiandKifune’1977；内田ら，１９７９；

FukaseetaZ.，1986)。次に，ヘビ１匹当りの擬充尾虫

寄生数を検討した。捕獲した季節による寄生数の差異は

認められなかったのでヘビの種類別に検討したところ，

シマヘビは12条（中央値）であり，ヤマカガシの９条

(中央値）に比較して有意に多かった（コルモゴロフ・

スミルノフの２標本検定)。ヘビ１匹当りの寄生数は報

告者によって差が大きく，ＦｕｋａｓｅｅｔａＺ．（1986）は寄

生数の相違を地理的要因によると述べている。しかし，

同一地域において両種間の寄生数の差異について詳細に

検討した報告はなされていない。本調査では，地理的環

境がほぼ同一の地点から捕獲したヤマカガシとシマヘビ

において寄生数が異なることが明らかになった。両種の

ヘビはマンソン裂頭条虫擬充尾虫の待機宿主であり，い

ずれも本虫の第２中間宿主である蛙を主要な食物として

いる（深田，1972）ため，生存期間が長いヘビのほうが

寄生数が多くなることが予想される。そこで，この両種

間の寄生数の差異について詳細に検討するために，ヘビ

の年齢と寄生数の関連性について検討した。Fukada

(1959,1960）のヘビの体長に基づく年齢推定を用いて，

シマヘビを，１歳（体長36.05cm以上74.95cm未満)，２歳

(体長74.95cm以上99.60cm未満)，３歳（体長99.60cm以上

113.75cm未満)，４歳（体長113.75cm以上128.25cm未満)，

５歳以上（体長128.25cm以上）の５群に，ヤマカガシを，

マンソン裂頭条虫Spi｢omct7aermacei擬充尾虫に

よるマンソン孤虫症は，Manson（1882）の報告以来，

中国，東南アジア，インド，オーストラリアなど世界各

地から多くの報告がある。わが国でも，北海道を除くほ

ぼ全国から毎年数例から十数例の患者が報告されている

(影井，1989)。本虫のヒトへの感染は，ヘビ，カエル，

ニワトリの生食によるものが比較的多く，これらの動物

における本虫の寄生状況を解明することは，マンソン孤

虫症予防において重要な課題である。わが国のヘビ類に

おける擬充尾虫の寄生状況は，千葉，神奈川，新潟，長

野，岐阜，愛知，京都，大阪，岡山，香川，熊本）宮崎，

鹿児島の各府県から報告されているが（安藤，１９４０；磯

部ら，１９５５；磯部，１９６０；KageiandKifune1977；

内田ら，1978,1979；FukaseetaZ.，1986)，捕獲ヘビ

数の制約などにより，本虫の寄生状況を詳細に検討した

ものは少ない。我々は，ヘビにおけるマンソン裂頭条虫

擬充尾虫の詳細な寄生状況を明らかにするため，ヘビの

中で最も寄生率が高いと報告されているシマヘビ

EZcZphe9uadriuj7gataおよびヤマカガシＲ/za6dop/zis

tigrmILstig両ｍＬｓを捕獲し検討した。

シマヘビおよびヤマカガシは，1980年から1988年の春

季と秋季に，愛媛県北宇和郡内において計1,240匹を捕

獲した。捕獲したヘビの種類，体長を計測した後，皮下，

筋肉内および各種臓器表面に寄生する擬充尾虫を回収し

た。調査結果の数量データの分析にはＦＡＣＯＭＭ－

７７０／６を使用し，またヘビの体長及び擬充尾虫の寄生

数は正規型の頻度分布をしていないためいずれもノンパ

ラメトリックな検定法を用いて解析した。なお，ヘビよ

り回収した擬充尾虫の一部をイヌ３頭，ネコ２頭に経口
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1歳（体長35.65cm以上70.45cm未満)，２歳（体長70.45ｃｍ

以上82.20cm未満)，３歳（体長82.20cm以上92.50cm未満)，

4歳以上（体長92.50cm以上）の４群に分類した。ヘビ

の推定年齢別に寄生数を検討したところ，Ｔａｂｌｅ２，３

のように両種とも加齢に伴い寄生数は有意に増加した

(スペアマンの順位相関)。両種間の年齢別の寄生数を中

央値で比較すると，２歳の時点ではヤマカガシのようが

シマヘビよりも寄生数が有意に多かったが，その後シマ

ヘビの寄生数が増加し３歳以上では両種間に有意な差は

認められなくなった（コルモゴロフ・スミノフの２標本

検定)。しかし多数の擬充尾虫を有する４歳以上のヘビ

の総捕獲ヘビ数に占める割合は，ヤマカガシの114％に

比較して，シマヘビは33.9％と有意に高かった（Ｘ2検

定)。したがって，ヤマカガシよりもシマヘビの寄生数

が多い主な原因としては，シマヘビがヤマカガシよりも

長期間生存するために擬充尾虫の感染可能な期間が長く

なり，その結果，より多くの擬充尾虫が蓄積されること

が考えられた。
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INCIDENCE OF THE PLEROCERCOIDS OF SPIROMETRA ERINACEI

IN SNAKES, ELAPHE QUADRIVIRGATA AND

RHABDOPHIS TIGRINUS TIGRINUS CAPTURED IN

EHIME PREFECTURE, JAPAN
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We observed the incidence of the plerocercoids of Spirometra erinacei in 1240 snakes of two species,

Elephe quadrivirgata and Rhabdophis tigrinus tigrinus captured in Ehime Prefecture, Japan, during the period

from 1980 to 1988. The incidence of plerocercoids in E. quadrivirgata was 91.4% and 91.3% in R. tigrinus

tigrinus. The number of plerocercoids collected from E. quadrivirgata ranged from 0 to 427 per snake with

a median of 12, and from R. tigrinus tigrinus, it ranged from 0 to 130 with a median of 9. E. quadrivirgata

had significantly more parasites than R. tigrinus tigrinus. The parasite burden in both species of snakes increased

as the age of the snake increased. Based on these findings, it is our belief that E. quadrivirgata has more

parasites than R. tigrinus tigrinus mainly because the former has a longer life span.




